
中央教育審議会 大学分科会 

教学マネジメント特別委員会（第4回） 

金沢工業大学 

学 長 大澤 敏 

1 

平成31年 4月26日（金） 

金沢工業大学における 

教学マネジメントに係る取組について 



建学の理念 

ディプロマポリシー 

科目群の教育目標 

科目の教育目標 

成績評価（達成度評価） 

ＩＲ 

自己点検評価 

授業アンケート 

総合アンケート 

授  業 課外教育 
プログラム 

身に付ける能力 

学習上の助言 

学生が達成すべき行動目標 

授業明細：学習内容・方法等 

ｅ-シラバス 
63プロジェクト 

運営ガイドライン 

教室内発表会、PD公開発表会・公開審査会、プロジェクト発表会 

ステークホルダー交流会 

カリキュラム 
ガイドブック 

学科･課程の教育目標 

教育・研究ビジョン 

学ぶ領域 

キーワード 

評価方法 

総合力指標 

達成レベル：理想的／標準的 

アクティブラーニング 

自己点検授業 

KITナビ 

自己成長シート：ポートフォリオ 

十年委員会 

人材開発セミナー 

各種評価委員会 

外部評価 

教学マネジメントの仕組み 
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ＣＡＰ制による 
課外活動時間 

の確保 

シラバス 



教育（学力×人間力）のフレームワーク 
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学力と人間力を統合して「自ら考え行動する技術者」を育成 

・プロジェクトデザイン教育を正課教育の主柱 
・正課と課外をe-シラバスで接続 → 学習の相乗効果 

CAP制（24単位／学期） 
   → 課外活動時間の確保 
   → 全学共通空き時間 
   → 学科ごとの共通空き時間 
   → シラバスに示す予習復習時間 

教え合い、学び合い 
ディスカッション 
プレゼンテーション 

世代・分野・文化を超えた共創教育の展開 



社会実装と 世代・分野・文化を超えた共創教育 
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世代を超えた共創教育 
•社会人との共創学習 
•社会協働プログラム 

分野を超えた共創教育 
• クラスター研究室 
•学生間で教え合い 

文化を超えた共創教育 
•工学英語と取り入れた授業 
•海外インターンシップ 

Society5.0社会を先導し、イノベーション創出を可能とする人材の育成 

新たな教育環境 
フィジカル空間×サイバー空間＝現実 

社会実装例 

× 

金沢 

虎ノ門 



プロジェクトデザイン教育 (理工系PBL): 解が多様な問題を扱う 

イノベーション基礎力 

各段階で習得する事項 

問題の発見 

課題の明確化 

解決策の創出 

設計の具体化 
有効性の検証 

評価・選定 

 情報検索法：先行事例の調査 

 情報収集法：観察・ニーズ調査 

 情報分析法  ：問題の分類・可視化 

 要求仕様作成法：制約条件の検討 

 テーマの設定法：重み付け 

 ブレーンストーミング、KJ法 

 特性要因図 

 要素技術の組み合わせ 

 定量評価と改善法 

 実現可能性評価と改善法 

 コストの計算法 

 実証実験計画法 

 プロトタイプの製作 

 実施・運用・分析法・精度・検定 

企業の技術者・研究者 

地域住民・自治体担当者 

異分野の学生・外国人 

Conceive(考える) Design(デザインする) Implement(実行する) Operate(運用する)のプロセス 
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気付き▶把握▶分析▶設定▶提案▶ 検証

４年次

３年次

２年次
後学期

２年次
前学期

１年次
後学期

１年次
前学期

問題解決プロセスの修得 検証プロセスの修得

プロジェクトデザイン入門

プロジェクトデザインⅢ

専門ゼミ

専門実験

プロジェクトデザインⅡ

プロジェクトデザイン実践

プロジェクトデザインⅠ

統合

検証プロセスの
修得

問題解決
プロセスの修得

問題解決・検証
プロセスを知る

プロジェクトデザイン教育の科目構成 

6 

CDIOのプロセス 

社会実装による
検証 

            C      →      D      →      I      →      O 



前
学
期 

１
年
次 

後
学
期 

１
年
次 

前
学
期 

２
年
次 

後
学
期 

２
年
次 

前
学
期 

３
年
次 

後
学
期 

３
年
次 

４
年
次 

メディア情報 
専門実験・演習 

問題解決プロセス 検証プロセス 

科学的設計指針に基づ
いたメディアコンテンツ
の制作およびその有用
性の科学的検証 

プロジェクトデザインIII 

メディアコンテンツをデ
ザインするための感性・
技能および科学的設計
手法の修得 

メディアコンテンツを制作・
管理・配信するための情報
テクノロジーの修得 

・ゲーム制作演習 
・情報セキュリティ 
・データベース 
・Webプログラミング 
・Webアプリケーション 
・モバイル 
 アプリケーション 
・画像情報処理 
 
・プログラミング 
・サーバ管理入門 
・コンピュータシステム 
・音楽・音響情報処理 
・情報ネットワーク 
・オブジェクト指向 
 プログラミング 
 
・プログラミング基礎 
・ITシステム基礎 
・Webデザイン 

・情報フロンティア大意 
・感性形成演習 

・ドローイング 

・3Dデッサン 
・コンピュータ 
 グラフィックス演習 
・メディア情報論I 

・アニメーション制作演習 
・メディア情報論II 

・メディアデザイン 
・メディア情報論III 

メディアデザイン科目群 メディアテクノロジー科目群 

論理的過程に基づい
たメディアコンテンツ
の科学的設計指針
の構築 

専門ゼミ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄデザインⅡ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ
実践 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄデザインI 

プロジェクトデザイン入門 

作品制作（プレ卒論） 

AI基礎 

２０１９年 

PD科目と他の科目との関連  －カリキュラムの主柱としてのPD教育の例－ 
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メディア情報学科の事例 



課外活動（人間力） 授業科目（学力） 

個
々
の
学
生
の
意
欲
と
興
味
を
引
き
出
す 

e-シラバス 

で接続 

• 感性形成演習… … …感動を与える 

• ３Dドローイング…映像イメージ 

• ゲーム作成演習… …演出効果 

• プログラミング … …映像の制御 

• 画像処理 … … … シミュレーション 

• 測量学 … … … … 焦点を合わす 

複雑な構造に映像を映し出す 

プロジェクションマッピング 

• 材料力学、流体力学… 車体の設計 

• 工業力学… … … … … … 車体の設計 

• 先端材料… … … … … … 車体の材質 

• 電気磁気学… … … … … モータの設計 

• パワーエレクトロ二クス、自動制御 

      … … … … …モータの制御 

• 情報通信システム 

     … …モニタリンングシステム 

ソーラーカー 

正課（授業）× 正課外（課外活動）の連動 
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科目の基本的情報 
単位数や開講期 
科目担当者 

1 

学習教育目標 
キーワードおよび 
授業の概要 

2 

教科書や参考書情報 

3 

履修前に必要と 

される知識や技能 
4 

学生の行動目標 
「何ができるようになるか」
と学習教育目標との関係 

5 

評価の方法と割合 
総合力指標で示す数値は、
授業運営上、考慮する総合
力についてのおおよその目
安を記載 
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参考：科学技術者倫理の学習支援計画書より抜粋 

指標と 評価方法

評価割合
試験

小テスト

クイズ
レポート

成果
発表

作品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 20 15 35 15 0 5 10 100

総
合
力
指
標

1.知識を取り込む力 8 7 10 0 0 0 0 25

2.思考・推論・創造する力 8 8 10 5 0 0 0 31

3.コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0 5 0 0 0 5

4.発表・表現・伝達する力 4 0 5 5 0 0 0 14

5.学習に取り組む姿勢・意欲 0 0 10 0 0 5 10 25

授業明細表 
学習内容、授業の運営方
法、学習課題（予習・復
習）と学習課題に要する
標準的な時間 
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学習支援計画書（シラバス）と成績評価 

具体的な達成の 
目安 
「理想的な達成レベル」と
「標準的な達成レベル」 
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評価の実施方法と
注意点 
評価方法、行動目標の関係
と、評価方法ごとの注意点 

 

7 
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10 

学習支援計画書（シラバス）と成績評価 

10 

評価の実施方法と
注意点 
評価方法、行動目標の関係
と、評価方法ごとの注意点 

 

7 

具体的な達成の 
目安 
「理想的な達成レベル」と
「標準的な達成レベル」 
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11 

ｅ-シラバス 
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自学自習の支援と共に、授業内容と課外プロジェクトや社会とのつながりが

理解できる。全ての学生・教員が全ての科目のシラバスを活用できる。 

e-ラーニング 
システム 

ポートフォリオ 
システム 

レポート提出 
システム 

教材配信システム 

予習課題 

ビデオ学習教材 

学習教材 

レポート 

ポートフォリオ 

課外活動との関連 

学修状況 
管理機能 

各種連携システムの 
実施状況の実績管理 

ビデオ学習 
システム 

学修管理機能 

各種教材の登録、管理機
能、利用期限、提出期限
等の設定や情報表示 



大学活動の改善のための 
点検評価 

(KIT評価向上委員会) 

教育情報データの 

効率的な収集 

教育情報データの 
総合的な管理と 
全学的な情報分析 

教育活動の改善のための 
点検・評価システム 
(全学教育点検評価部門) 

教育活動の結果・成果 
状況の把握と自己点検評

価結果の省察 

教学ＩＲ 

教育活動の結果・成果 
状況の把握と自己点検 

評価結果の省察 

次年度の改善項目・ 

実施方針の策定 

教育改善のための 
点検評価システム 

(学科・課程) 

教育活動の結果・成果 
状況の把握と自己点検 

評価結果の省察 

次年度の改善項目・ 

実施方針の策定 

教育点検評価報告書 

客観的・主観的 

教育情報データの分析 

自己点検報告書 

教育情報の公表 

学習活動（学生） 

プロセス評価 

 授業アンケート 

 KIT総合アンケート 

 ポートフォリオ 

教育活動（教員・教員組織） 

インプット・ 
アウトプット評価 

 成績評価・QPA評価 
 留年率、退学率、4年卒業率 
 入学者数、志願者数 
 各種プロジェクト成果 
 就職内定率、進学率 

次
年
度
の
活
動 

マクロ 
レベルの 

FD 

ミドル 

レベルの 
FD 

ミクロ 
レベルの 

FD 

マクロレベル 組織そのものの改善 ミドルレベル 組織的なカリキュラムの改善 ミクロレベル 教員の個々の授業改善 ＦＤ活動 

教育点検評価の仕組み 
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入学 卒業
進路
選択

入試

高校生

雑誌などの
評判

卒業生の評価

偏差値

先生からの薦め

大学イメージ

立地条件

生活環境

費用

将来の夢

奨学金

学習サポート

正課

課外活動

生活

リーダーシップアワード生

アドミッションポリシー カリキュラムポリシー
ディプロマ

ポリシー

ワークライフバランス
やりがい
働きがい
大学での体験・経験
学習
獲得した知識・能力
給与
待遇

進路選択 選択の条件

AO

専門高校
特別選抜

推薦

一般

センター

就職率
就職サポート

就職後

影響を
与える人

オープンキャンパス
大学見学
教育セミナー
説明会
模擬講義
高校訪問

学生募集 学士力教育・キャリア教育・人間力教育 就職指導

マーケティング

企業

教養・実技・専門教育
プロジェクトデザイン教育

ＯＢ

教育支援
課外活動支援
キャンバス整備

キャリア教育
就活支援プログラム

KIT
在学生

ベンチマーク
他大学

入試分析
留年生・退学者分析

授業アンケート分析

学生の成長分析

進路分析

学生満足度分析
企業ニーズ分析

卒業生分析

学生募集分析

ＦＤ，ＳＤ，ＦＳＤ活動

保護者

先生

保護者

ＩＲとベンチマーク 

13 



0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120

バナナ図 全学生の修学状況（単位数・ＱＰＡ） バナナ図より個人を抽出（学期毎の単位数、ＱＰＡの変化） 

学生一人一人の情報 

問題の発見・共有のために、 

学生の現在の状況を一目で把握でき、 

学生一人一人の修学情報に辿りつけるシステムは、 

修学指導上はもちろん、さまざまな施策の検討に有効。 

 

学生一人一人に向き合う修学情報 
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単位数 単位数 

QPA 
QPA 
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授
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授業の進度

授

業

満

足

度

授業アンケート分析の例 
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学生へのアドバイスの仕組み 
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ステークホルダー交流会   学修成果の可視化の一つの方法 
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教育改革の経緯と教育付加価値向上への取組実績 
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